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株式会社インターネットイニシアティブ
株式会社アイアイジェイテクノロジー
日本ヒューレット・パッカード株式会社

IIJ、IIJ-Tech、日本 HPの 3社が
RFID（無線 IC タグ）プラットフォームの提供で協業

－ インターネットを利用した企業間国際物流分野向け RFIDプラットフォームを実用化し、

「グローバル・リアルタイム SCM」を提供 －

株式会社インターネットイニシアティブ（略称：IIJ、本社：東京都千代田区、社長：鈴木幸一）、株式会社

アイアイジェイテクノロジー（略称：IIJ-Tech、本社：東京都千代田区、社長：在賀良助）および日本ヒュー

レット・パッカード株式会社（略称：日本 HP、本社：東京都品川区、社長：小田 晋吾）の 3 社は、ネットワー

クを介した RFID（Radio Frequency Identification、無線 IC タグを利用した情報交換技術の総称）の国際

標準規格である EPCglobal Network™に準拠した RFID プラットフォームの実用化に関して協業します。

3 社は本協業を通じ、企業間国際物流分野での実用に耐える「グローバル・リアルタイム SCM（サプライ

チェーン・マネジメント）」を提供していきます。

＜IIJ、IIJ-Tech と日本 HP の協業内容＞

3 社は、以下の三分野に関して協業します。

1. EPCglobal Network 準拠システムの実用化に関する共同研究

EPCglobal Network に準拠した RFID プラットフォームに関する共同研究を行い、企業間国際物

流（特に複数国・地域にまたがる製造・物流・流通・販売）分野に向けた基盤構築技術を開発しま

す。

2. HP RFID Noisy ラボ・ジャパンにおける RFID プラットフォームの共同提供

日本 HP を含む 4 社（＊ 1 ）  の共同検証施設である HP RFID Noisy ラボ・ジャパン

（http://h50146.www5.hp.com/solutions/business/rfid/products_noisy.html）において、RFID
プラットフォームの実用環境を構築します。共同研究・開発成果の評価、検証を行うとともに、同

環境を用いてお客様の問題を実際的に検証できる仕組みを提供します。

3. 企業間国際物流における RFID プラットフォームの提案と構築

3 社のノウハウを活かし、アジア太平洋地域を主なターゲットとした企業間国際物流に適した

RFID プラットフォームの共同提案・構築を行います。

＊1 他に、トーヨーカネツソリューションズ株式会社、アイデックコントロールズ株式会社、株式会社スリーク

＜今回の協業の背景＞

RFIDとは、無線 ICタグを利用して非接触で商品などの情報の読み書き・管理を行う技術の総称です。

米国を初めとする各国で様々な分野における RFID の利活用に向けての検証・取り組みが進んでいます

が、日本においても 2005 年 4 月の電波法の改正に伴う RFID 用途での UHF 帯電波の開放を踏まえて、

RFID の利活用の具体的な検討が本格化しています。

特に日本の製造・流通サービス業においては、市場のグローバル化やアジア地域への生産活動拠点
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の移転に伴い、広い視野に立った企業間国際物流基盤の整備が求められています。この分野において

は、RFID によって商品と情報が紐付けされ、世界のどこからでもリアルタイムに商品の情報を管理できる

「グローバル・リアルタイム SCM」の設計・構築に関する市場の成長が見込まれます。

RFID による情報の交換においてはネットワークの利用は不可欠であり、2010 年には 60 億個以上利

用されると予測されている無線 ICタグのうち、47億個以上がインターネット等のネットワークで利用される

と予測されています。（＊2） このため、RFID 利活用環境の構築においては高品質なネットワーク環境の設

計・構築が求められます。また、拡張性や柔軟性の高いグローバルな SCM システムの実現のためには、

利用する技術が国際的に標準化された規格に基づいていることも重要です。

これらの要件を満たすグローバル・リアルタイム SCM の実用化のために、IIJ、IIJ-Tech と日本 HP の 3
社は IT インフラストラクチャ、ネットワーク、RFID の三分野において得意とする技術を補完し合う形で、国

際標準規格である EPCglobal Network に準拠する RFID プラットフォームの共同研究・開発を行います。

IIJ 及び IIJ-Tech はインターネット事業の第一人者として培ってきた高度なインターネット技術・ネット

ワーク運用力を持つほか、RFID の分野においてもネットワークを介した RFID プラットフォームの国際標

準化団体である EPCglobal に参加し、各種の技術開発・実証実験等を通じて EPCglobal Network に準

拠したシステムの構築技術・ノウハウを多数蓄積しています。

また、日本 HP は、世界有数の IT 企業であり同じく EPCglobal のメンバーである HP の日本法人とし

て、自社製品の情報管理に RFID の導入を開始しているほか、製造業としてのノウハウをもとに、HP
RFID Noisy ラボ・ジャパンなど RFID 導入のためのソリューションを既にお客様へ展開しています。

＊2 出典：富士経済 USA 「日本におけるネットワーク RFID の現状と展望 2002‐2010 年」

＜今回の協業による 3 社のお客様・社会への貢献＞

3 社は今回の協業を通じ、国際標準規格に基づく RFID プラットフォームを他の有効な IT サービスと連

携させることで、よりリアルタイムに情報の変化を捉え、瞬時に変化に対応できる企業の情報システムを

いちはやく実用化します。さらに、お客様への検証環境の提供や研究成果の公開を通じて、品質の高い

RFID 利活用基盤の構築に貢献する技術・ノウハウの普及を目指します。

＜EPCglobal™について＞

EPCglobal は、400 社以上の企業が参加する世界最大の RFID 国際標準化団体です。無線 IC タグと

ネットワーク技術を含む RFID の利活用ネットワークの国際標準規格である「EPCglobal Network」を管理・

運営し、特に流通分野（製造・物流・販売）において同規格に準拠した RFID 関連技術の普及活動を行って

います。

■株式会社インターネットイニシアティブについて

株式会社インターネットイニシアティブ（IIJ、Nasdaq：IIJI）は、1992 年、インターネット接続を商用サー

ビスとして提供するパイオニアとして設立されました。現在では主にハイエンド顧客を対象に、インター

ネット接続、セキュリティ、メールシステム、インターネット・データセンター、システムインテグレーション、

運用管理などの各種ネットワークサービスをトータル・ネットワーク・ソリューションとして提供しています。

IIJ についての情報は、http://www.iij.ad.jp/ をご覧下さい。

■株式会社アイアイジェイテクノロジーについて

株式会社アイアイジェイテクノロジー（IIJ-Tech）は、IIJ の卓越したネットワーク技術と先進性を継承しな

がら、「お客様の視点に立ったシステム構築、システム運用サービス」を提供する会社として 1996 年 11



月に設立されました。インターネットビジネス・システムや企業情報システムの構築を行い、数多くの

EC、金融取引、ISP/ICP、エクストラネット、イントラネット、ASP システムの構築・運用をしています。

IIJ-Tech についての情報は http://www.iij-tech.co.jp/ をご覧下さい。

■日本ヒューレット・パッカード株式会社について

HP はコンシューマ、企業、各種機関等に世界規模でサービスを提供するテクノロジー・ソリューション・

プロバイダとして、IT インフラストラクチャ、コンサルティング＆インテグレーションサービスから PC、

PDA、プリンタまで幅広い製品、サービスを提供しています。2005 年 4 月 30 日締めの年間売上高は

833 億ドルでした。HP (NYSE, Nasdaq: HPQ) についての情報は http://www.hp.com/ をご覧くださ

い。日本ヒューレット・パッカード株式会社（日本 HP）は HP の日本法人です。http://www.hp.com/jp/

■添付資料

各社からのエンドースメント

（トーヨーカネツソリューションズ株式会社、アイデックコントロールズ株式会社、株式会社スリーク、日

本オラクル株式会社、日本BEAシステムズ株式会社、マイクロソフト株式会社）

■プレスルーム （画像データは以下のURLから「製品写真ライブラリ」をクリックしてご覧になれます。）

http://www.hp.com/jp/pressroom/

＃  ＃  ＃

文中に掲載の社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。

EPCglobal、EPCglobal Network は、EPCglobal, Inc.™の登録商標です。

＜お問い合わせ先＞

■ 株式会社インターネットイニシアティブ／株式会社アイアイジェイテクノロジー

報道関係お問い合わせ先：

広報部  TEL: 03-5259-6310  FAX: 03-5259-6311  E-mail: press@iij.ad.jp
URL: http://www.iij.ad.jp

お客様からのお問い合わせ先：

IIJ インフォメーションセンター  TEL: 03-5205-4466  E-mail: info@iij.ad.jp

■ 日本ヒューレット・パッカード株式会社

報道関係お問い合わせ先：

広報部　佐藤雅代　     TEL: 03-5463-8570  E-mail: Japan.PR@hp.com
お客様からのお問い合わせ先（記事掲載時のお問合せ先もこちらでお願いします。）

カスタマー・インフォメーション・センター  TEL: 03-6416-6660
ホームページ http://www.hp.com/jp



[添付資料：各社からのエンドースメント]

HP RFID Noisy ラボ・ジャパン運営 協業各社より

■トーヨーカネツソリューションズ株式会社からのエンドースメント

トーヨーカネツソリューションズ株式会社（TKSL）は、このたび IIJ、IIJ-Tech、日本 HP の 3 社が企業間国

際物流向け RFID（無線 IC タグ）システムを実用化し、｢グローバル・リアルタイム SCM｣を提供することを

歓迎いたします。

日本 HP と TKSL（他 2 社）は TKSL 工場内に流通の現場を再現した UHF 帯 RFID の実証実験施設｢HP
RFID Noisy ラボ・ジャパン｣を設立し、RFID 活用ノウハウを日本のお客様の実情に即した実証実験が可

能な施設とサービスを提供しております。

今後、SCM を背景にインターネットを活用した企業間国際物流向け RFID プラットフォームの実用化が現

実味を帯びてきております。

実証実験施設｢｢HP　Noisy　ラボ・ジャパン｣を有効活用し当施設をインターネットに接続することにより企

業間国際物流向けシステムの構築および検証に貢献できればと期待いたします。TKSLは3社の｢グロー

バル・リアルタイム SCM｣の実現に向けての活動を支援してまいります。

トーヨーカネツソリューションズ株式会社 執行役員 営業本部

IT ソリューション部長  岩瀬 緑朗様

■アイデックコントロールズ株式会社からのエンドースメント

RFID（無線 IC タグ）技術は、企業間にオープンな SCM 環境を提供するツールとして、近年大きく脚光を

浴びています。　アイデックコントロールズでは、UHF電波を利用したRFIDプラットフォームの国内におけ

る本格的運用開始を目前にして、「HP RFID Noisy ラボ・ジャパン」の設立に参画し、日本HP、トーヨーカ

ネツソリューションズ、スリークと共に、そのサービスの構築や運営面で協業をさせて頂いております。

今回の　IIJ、IIJ-Techと日本HPとの協業は、「HP RFID　Noisy ラボ・ジャパン」のサービス機能を強化し、

その有用性を高める展開と捉え、当社もその活動を大いに支援して参ります。

アイデックコントロールズ株式会社

代表取締役社長  土岐 知則様

RFID ソリューションを推進する ISV 各社より

■日本オラクル株式会社からのエンドースメント

日本オラクルは、IIJ、IIJ-Tech、日本 HP3 社による EPCglobal Network に準拠した RFID プラットフォー

ムの実用化に向けた協業を歓迎いたします。

本アライアンスによって RFID に対応したネットワークインフラが整備されることは、今後の RFID プラット

フォームの導入はもちろん、効果的な活用が行われていくことと確信しております。日本オラクルでは

RFID 分野に向けた先進的な機能、ソリューションの提供を行っております。この分野において本イニシア

ティブと連携を強化し、「グローバル・リアルタイム SCM」の提供を行うパートナーとして製品、ソリューショ

ンをお客様に提供してまいります。

日本オラクル株式会社  アドバンストソリューション本部

本部長  林 徹様

■日本 BEA システムズ株式会社からのエンドースメント

日本 BEA システムズ株式会社は、IIJ、IIJ-Tech、日本 HP の 3 社による RFID 分野での協業発表を歓迎

いたします。

国外では弊社の BEA WebLogic Server® や BEA WebLogic Integration™を使用した RFID の実証実

験が行われており、パートナー企業と協力しながら RFID のソリューションとして提供しています。

今回の発表により、国内でもそのような取り組みが促進され、RFID 分野の市場が拡大することを期待し

ています。

日本 BEA システムズ株式会社  代表取締役  アリイ ヒロシ様



■マイクロソフト株式会社からのエンドースメント

マイクロソフトは、RFID の持つポテンシャルを最大化するためには、EPCglobal Network System に代

表されるようなリアルタイム ネットワーク システムとの強固な連携が必要不可欠だと考えており、さる 6
月 27日に汐留に開設致しましたRFID .NET Solution Center においても、次期データベース管理システ

ムである Microsoft® SQL Server™ 2005 および、ビジネス プロセスオートメーション（BPM）を実現する

ための Microsoft® BizTalk® Server 2004 を基盤にした EPCglobal 準拠の RFID ソリューション フ
レームワークの提案を推進しております。今回の IIJ、IIJ-Tech、日本 HP による取り組みにより、市場に

おける RFID のソリューション展開が今後さらに加速するものと期待します。

マイクロソフト株式会社  業務執行役員

サーバープラットフォームビジネス本部 本部長  ガース フォート様


